
人面付分銅形土製品について

1、はじめに

今回の調査では、分銅形土製品が計3点出土している。当遺跡ではこれまでに15個体が出土しており、香川県

下においては善通寺市周辺からの出土数が目立って多いことは従来から指摘されてきた（笹川1995）。特に注

目されるのは今回出土したした資料のうち1点に人面の表現がされていることが資料整理の段階で明らかになっ

たことである。この資料は溝SDOO5黒褐色土層中より出土した。表面に櫛状工具により眼の表現が施され、中央

付近には粘土の剥離痕が認められることと、剥離した部分に刺突文が一個あることから鼻の表現があったと考え

られる。香川県下で人面付分銅形土製品が出土したのは高松市太田下・須川遺跡、三豊郡詫間町紫雲出山遺跡に

次いで3例日である。ここでは、西日本出土の人面付分鋼形土製品を概観し、これまであまり語られることのな

かった香川県下の地域色を抽出することを試みたい。

2、人面付分銅形土製品の分布と消長

まず、本稿で用いる「人面付分銅形土製品」という語の定義について述べておきたい。そもそも、分銅形土製

品という遺物は発見当初より、弥生時代における人の形代として認識され研究が開始されている。故に上境半部

にしばしば見られる櫛原体による刺突文や直線文は、眉を抽象化したものと考えられ縄文時代土偶との関連から

議論されてきた。しかし、このような一群とは趣を巽にする資料が広い範囲で分布していることが資料数の増加

に伴って認知されるに至った。つまり、粘土紐を貼り付けて眉や鼻を表現したり、刺突文により目、鼻、口を表

現する資料もまた一群として認定可能な数量の存在が予想されたのである。この一群についてここでは「人面付

分鋼形土製品」と呼び分布と消長を概観する。

管見に触れた人面付分鋼形土製品は、31遺跡49個体ある1）。大阪府・兵庫・岡山・広島・山口・鳥取・島根・

香川・愛媛各県は分鋼形土製品の分布圏中で、いずれの県からも人面付分銅形土製品が出土しているが、分布圏

の外縁である福岡県、奈良県、京都府、高知県に事例がない。出現の時期は弥生時代中期中葉段階から後期後菓

段階までみられる。出土遺構としては住居跡、土坑、溝などから出土しているが、中でも住居跡からの出土が目

立って多い。つまり、分鋼形土製品が盛行する中期中葉段階に突如として現れ、後期まで継続して存在している

ことになり、分鋼形土製品の消滅する時期までは人面付のものも僅かであるが継続しているということになるだ

ろう。

3、地域性と系譜

次に人面付分銅形土製品の地域性と系譜について簡単にコメントしてみたい。

これまで指摘されきたように、分鋼形土製品には比較的明確な地域差が認められる（谷若1989）。人面付分

銅形土製品は弥生時代中期中葉段階に山口・愛媛県で突如として出現し、ほぼ同時期とされる岡山県用木山遺跡

例は顔面の表現方法が全く異なり、人面付分銅形土製品は出現当初から地域差が認められると考えられる。山口

県及び愛媛県出土資料は粘土紐を貼り付けて眉と鼻を表現し、表情も柔和なものが多い。小地域性といえるかど

うか断定できないが、山口県出土のものには目の表現がほとんど施されないが、愛媛県下の資料には目と口を表

現しようという意識が強いようである。広島県下の資料には粘土紐によって眉を表現するものが認められず表情

も硬い。山陰の資料には鳥取県倉吉市阿弥陀寺遺跡出土資料のように、粘土紐を貼り付けて鼻を表現するものも

ある。倉吉市後中尾遺跡例と島根県安来市十善遺跡例とに共通しているのは、刺実によって施された目の位置が

側辺部に近くあたかも、額が狭くなったかのような状態を呈する点であろう。

近年、弥生時代前期後菓～中期前葉段階の分銅形土製品の資料が瀬戸内で充実してきつつある。香川県善通寺

市龍川五条遺跡例や愛媛県今治市阿方遺跡例などがそうである。この段階の分銅形土製品の顔面表現は立体的に
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人面付分銅形土製品の分布（東1982より）

No． 遺跡 名 所在 地 出土遺構 時期 文 献

1 井上 山 山口県防府市 包含層 中・中 古瀬 19 79

2 井 上 山 山口県防府市 A 区 3号土坑 中・中 吉瀬 19 79

3 井 上 山 山口県防府市 表採 中 ・中 吉瀬 19 79

4 井 上 山 山口県防府市 表 採 中 ・中 吉瀬 19 79

5 天 王 山口県熊毛郡 熊毛町 A 区第 3号竪 穴住居 中 ・中 森田 19 86

6 天 王 山口県熊毛郡 熊毛町 中 ・中 森田 19 86

7 岡 山 山口県熊毛郡 熊毛町 A 区第 1号竪 穴住居 中 ・中 森田 198 6

8 追 迫 山口県熊毛郡 熊毛町 7号住居 後 ・前 前田ほか 19 8 8

9 明 地 山口県熊毛郡 田布施 土坑 S K 2 2 中 ・後 岩崎ほか 19 94

10 相 方 広島 県芦品郡新 市町 表 採 後 ・前 脇坂 1 9 77

11 御 領 広 島県深安郡神 辺町 表採 後期 村上 1 94 0

12 足 守川加 茂 B 岡 山県岡山市 包含 層 後期 光永ほか 19 95

13 加 茂政 所 岡 山県岡山市 竪 穴住居 4 4 後 ・前 柴田ほか 19 99

14 加 茂政 所 岡 山県岡山市 袋状 土壌 4 7 中 ・後 柴田ほか 19 99

15 上 東 岡 山県倉敷市 斜面 堆積 後 ・後 柳 瀬ほか 19 77

16 上 東 岡 山県倉敷市 小林 ・米田 1 99 9

17 西 吉 田北 岡 山県津山市 土壌 4 1 後 ・前 行田ほか 19 97

18 用 木山 岡山 県赤磐郡 山陽町 ．住居址 中 ・中 神 原 1 97 7

19 用 木山 岡山 県赤磐郡 山陽町 ．住居址 中 ・後 神 原 1 97 7

2 0 さくら山 岡山 県赤磐郡 山陽町 包含 層 中 ・後 神 原 1 97 7

2 1 斎 富 岡山 県赤磐郡 山陽町 包含 層 後期 下 澤ほか 19 96

2 2 下 郷原 田代 岡山 県真庭郡川上 村 N o．卜竪穴住 居 後 ・後 下 澤ほか 19 95

2 3 阿 弥大寺 鳥取 県倉吉市 ．1号住 居址 後 ・前 真 田 1 98 1

2 4 後 中尾 鳥取 県倉吉市 中 ・後 倉 吉市 199 6

2 5 十 善 島根 県安来市 中 ・末～後初 内田 1 97 0

2 6 御 幸寺 山 愛媛 県松 山市 表採 森 ・大 山 19 8 1

2 7 水 満田 愛媛 県松 山市 S K O4 中 ・後 岡田ほか 19 80

2 8 文 京 愛媛 県松 山市 1次 P D O 5 中 ・後 長 井ほか 19 86

2 9 文 京 愛媛 県松 山市 3次 S B O 6 中 ・後 長 井ほか 198 6

3 0 文 京 愛媛 県松 山市 3次 S B O 8？ 中 ・後 長 井ほか 1 98 6

3 1 文 京 愛媛 県松 山市 3次 S B O 3？ 中 ・後 長 井ほか 1 98 6

3 2 文 京 愛媛 県松 山市 3次 S B O 5？ 中 ・後 長井 ほか 1 98 6

3 3 文 京 愛媛 県松 山市 4次 S K O l 中 ・後 長井 ほか 1 98 6

3 4 文 京 愛媛県松 山市 包含層 中 ・後 長井 ほか 1 98 6

3 5 祝 谷アイリ 愛媛県松 山市 S B 2 後 ・前 山之 内 1 992 b

3 6 祝 谷六丁場 愛媛県松 山市 包含層 中・中 宮崎編 19 9 1

3 7 祝 谷六丁場 愛媛県松 山市 包含層 中・中 宮崎編 19 9 1

3 8 祝 谷六丁場 愛媛県松 山市 包含層 中・中 宮崎編 19 9 1

3 9 祝 谷六丁場 愛媛県松 山市 包含層 中 t後 宮崎編 19 9 1

40 福 音 小学校構 内 愛媛県松 山市 S P 4 52 2 山 之 内 19 95

4 1 福 音 小学校構 内 愛媛県松 山市 S B 15 中 ・中 山之 内 19 95

4 2 樽 味四反地 愛媛県松 山市

43 太 田下 ・須川 香 川県高松市 包含層 北山編 19 95

44 日練 兵場 香 川県善通 寺市 S D O O 5黒 褐 層 中・中～後 ・即本報告

4 5 紫雲 出山 香 川県三豊郡 包含層 小林 ・佐原 196 4

4 6 西 長 峰 徳 島県阿波郡 阿波町 高島 199 4

4 7 亀 田 兵 庫県龍野市

4 8 亀井 大 阪府八尾市 S D 3 04 1 中 ・中～後 ・即金光 1 98 0

4 9 亀 井 大 阪府八尾市 成海 1 99 1

人面付分銅形土製品一覧

Fig．86　人面付分銅形土製品の分布
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Fig．87　人面付分銅形土製品集成1（1／4）
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Fig．89　人面付人形土製品（1／2）

Fig．90　四国地方の初期分鋼形土製品（1／4）
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は施されず、表面的に刺突文や直線文による眉などの表現がされたのみであることがこれらの資料から窺える。

つまり、人面付分鋼形土製品は弥生時代中期中葉に新たに出現する可能性が高くなったということになろう。

香川県出土資料の特徴は当遺跡例も含めて3点と数量的に少なく、断定はできないが、強いて言うならば、眉

を粘土紐で貼り付けて表現することはなく表情も硬いということになる。この特徴は隣接する愛媛県よりも岡山

県の出土資料に近いといえる。ただ、岡山県では眉を粘土紐によって表現する資料も出土しているが、香川県下

では現在の所出土していない。人面付分銅形土製品に限っていうならば香川県の独自の地域色は薄く、岡山県つ

まり吉備型の色彩が色濃いことを指摘しておきたい。

吉備において弥生時代中期中葉以降に人面付分銅形土製品が出現する契機として、邪視文銅鐸や人形土製品と

の関係からであるとの説がある（柴田1999）。岡山県出土の資料や香川県詫間町紫雲出山道跡例では邪視と類

似した目の表現が認められる。また、弥生時代の人形土製品の分布も岡山県で後期段階に多くが認められる（角

南　2000）。では、愛媛県の柔和な表情は何に由来するものなのだろうか。人面の表情という視点からも吉備型

と西部瀬戸内型は異なった系譜にあることが言えそうだ。

【註】

1）　亀田遺跡例は兵庫県教育委員会別府洋二氏・岸本一宏氏の御教示に、上東遺跡例は岡山県古代吉備文化財センターの小林利暗氏・河合

忍氏の御教示による。
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